
静岡県立中央図書館
中期計画  2018-2021
「より身近な図書館へ」

静岡県立中央図書館は、
その目指す方向性を明確にして安定的な運営を展開するため、
基本方針や現状と課題を踏まえ、
また、新たな県立図書館の整備計画・内容を視野に入れつつ、
中期計画「より身近な図書館へ」を策定しました。

県民の力となり地域の発展に寄与します

１　県立図書館ならではの資料とサービスを通じて、すべての県民の「知る」「学ぶ」を支えます

3-1　サービスの基盤となる資料・情報を収集します
3-2　未来の県民のために資料を保存します
3-3　資料・情報に容易にアクセスできる環境をつくります

２　県内図書館サービスの充実のため、県域すべての図書館をつなぎ、支援します

３　資料と情報を県民の財産として収集・活用し、未来へつなげます

1-1　すべてのライフステージや多様性を尊重してサービスを展開します
1-2　すべての県域にサービスを提供します
1-3　あらゆる関心層の県民に図書館をアピールします

2-1　市町立図書館とのネットワークをさらに充実させます
2-2　図書館職員のレベルアップを支援します
2-3　さまざまな機関とつながり、サービスを広めます

基本的な役割

中期計画は静岡県立中央図書館の館内で配布しています。ウェブサイトからもご覧いただけます。

調べる・考える・解決する

静岡県立中央図書館

2021年に、より身近な図書館になったと
県民の皆様に実感していただけるよう、
静岡県立中央図書館は
この計画に沿って取組みを進めてまいります。

これからの当館を見守っていただければ幸いです。


